
宣 言 日 令和　３年　６月２９日

住 所 熊谷市曙町２－２９

県内企業等の名称 ゴトーグループ

代表者役職 氏名 代表取締役　後藤　素彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

　

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

コピー紙の使用量１０％減　バイオディーゼルの精製量
28,000ℓ

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

コピー紙の使用量　５％減　バイオディーゼルの精製量
27,000ℓ

省エネルギーの推進
・ペーパーレスの推進
・バイオディーゼルの精製
[２０２０年の数値]
・紙の使用量（コピー枚数：224,592枚）
・バイオディーゼルの精製量　25,455ℓ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

ゴトーグループ（「有限会社社後藤衛生コンサルタント」と「株式会社ゴトー」と「藤和自動車株式会社」）
は、「快適な環境づくりのお手伝い」をスローガンとして地域の「アメニティサービス」を企業理念とし
て、社会との共生を積極的に図り、生活環境にかかるビジネスを通して豊かな人間社会の創造に貢献
することで、持続可能な開発目標（SDGs)の達成に貢献していきます。

ゴトーグループ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の推進
・ロードサポート参加者数
・地球温暖化防止活動センターの活動によ
るCO2削減量
[２０２０年の数値]
・ロードサポート参加者数　８２人
・センターによるCO2削減量　０トン

＜2030年に向けた指標＞

ロードサポート参加者７００人　　　　センターによるCO2削減量　１０００トン

＜取組開始３年後に向けた指標＞

ロードサポート参加者５００人　　　　センターによるCO2削減量　７５０トン

経済

多様な働き方を推進する
[２０２０年の数値]
・高齢者雇用数　　14人
・障がい者雇用数　　２人
・外国人雇用数　　　０人
・女性雇用数　　　11人

＜2030年に向けた指標＞

高齢者雇用数　２０人　障がい者雇用数　４人　外国人雇用数　２人　女性雇用数　13人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

高齢者雇用数　1７人　障がい者雇用数　３人　　外国人雇用数　１人　女性雇用数　12人


